
工業 
 科目 機械設計 （必修） 

授業時数 ３ 単位 

 電子機械科 履修学年 ３ 学年 

 

目 標 
工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，器具や機械などの設計に必要な資質・能

力の育成を目指す。 

 

●学習内容 

１学期 ３０時間 ２学期 ４２時間 ３学期 ３３時間 

第３章 材料の強さ 

１ はりの曲げ 

・せん断力と曲げモーメント 

・せん断力図と曲げモーメント図 

・曲げ応力と断面係数 

・断面の形状と寸法 

・たわみ 

・はりを強くする工夫 

２ ねじり 

・軸のねじり 

・ねじり応力と極断面係数 
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３ 座屈 

・座屈 ・柱の強さ 

第４章 軸 

・軸の種類 ・軸設計上の留意事項 

・軸の強さと軸の直径 

第５章 ねじ 

・ねじの用途 ・ねじの基本 ・三角ねじ 

・ねじの材料 ・各種のねじ ・ねじ部品 

・ねじに働く力 ・ねじを回すトルク 

・ねじの効率 

・ねじの強さとボルトの大きさ 
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・ねじに働く力 ・ねじを回すトルク 

・ねじの効率 

・ねじの強さとボルトの大きさ 

・ねじのはめあい長さ 

・ねじの緩み止め 

第６章 歯車 

・摩擦車  

・歯車の種類 ・平歯車の基礎 

・その他の歯車 

・歯車伝動装置 

・遊星歯車 
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教材  授業の進め方 

教科書：「機械設計１・２」実教出版 

自主作成教材（プリント） 

 器具や機械などの設計に必要な資質・能力の育成を目指して，実践的・体験的な

学習活動を行う。 

具体的には，教科書やプリントを中心に授業を進めるが，単元によっては，資料や

動画などを通して，視覚的にも理解できるように勧める。また定期考査を通して，定着

度を測る。 

 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

（できる） 

機械設計について機械に働く力，

材料及び機械装置の要素を踏ま

えて理解しているとともに，関連す

る技術を身に付けている。 

機械設計に関する課題を発見し，

技術者として科学的な根拠に基

づき工業技術の進展に対応し解

決する力を身に付けている。 

安全で安心な機械を設計する力

の向上を目指して自ら学び，情報

技術や環境技術を活用した製造

に主体的かつ協働的に取り組む

態度を身に付けている。 

習得する 

（わかる） 

機械設計について機械に働く力，

材料及び機械装置の要素を踏ま

えて理解している。 

 

機械設計に関する課題を発見し，

工業に携わる者といて工業技術の

進展に対応する力を身に付けて

いる。 

安全で安心な機械を設計する力

の向上を目指して自ら学び，協働

的に取り組もうとしている。 

評価方法 

定期テスト・課題・ノート・授業観察 定期テスト・課題・ノート・授業観察 授業に取り組む姿勢や意欲（論

文・レポートなどの自主的な取り組

みも含む） 

 

 



単元別 評価規準 

第１章 材料の強さ 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

材料の強さについて機械部分に

発生する力の大きさを踏まえて

理解しているとともに，関連する

技術を身に付けている。 

 機械部分の形状の変化が応力とひ

ずみに与える影響に着目して，材料

の強さに関する課題を見いだしてい

るとともに解決策を考え，科学的な根

拠に基づき結果を検証し改善でき

る。 

 材料の強さについて自ら学び，

工業製品の設計に主体的かつ協

働的に取り組むことができる。 

習得する 

（わかる） 

材料の強さについて機械部分に

発生する力の大きさを踏まえて

理解している。 

機械部分の形状の変化が応力とひ

ずみに与える影響に着目して，材料

の強さに関する課題を見いだし考え

ることができる。 

材料の強さについて自ら学び，工

業製品の設計に取り組むもうとし

ている。 

第２章 機械要素と装置 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

機械要素と装置について特性や

用途を踏まえて理解しているとと

もに，関連する技術を身に付け

ている。 

要素と装置が機械としての機能を果

たすことに着目して，機械要素と装置

に関する課題を見いだしているととも

に解決策を考え，科学的な根拠に基

づき結果を検証し改善できる。 

機械要素と装置について自ら学

び，工業製品の設計に主体的か

つ協働的に取り組むことができる。 

習得する 

（わかる） 

機械要素と装置について特性や

用途を踏まえて理解している。 

要素と装置が機械としての機能を果

たすことに着目して，機械要素と装置

に関する課題を見いし考えることがで

きる。 

機械要素と装置について自ら学

び，工業製品の設計に取り組もう

としている。 

第３章 器具と機械の設計 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

器具と機械の設計について仕様

の条件を踏まえて理解していると

ともに，関連する技術を身に付け

ている。 

安全で安心な工業製品を効率的に

設計する方法に着目して，器具と機

械に関する課題を見いだしているとと

もに解決策を考え，科学的な根拠に

基づき結果を検証し改善できる。 

器具と機械について自ら学び，工

業製品の設計に主体的かつ協働

的に取り組むことができる。 

習得する 

（わかる） 

器具と機械の設計について仕様

の条件を踏まえて理解している。 

安全で安心な工業製品を効率的に

設計する方法に着目して，器具と機

械に関する課題を見いだし考えること

ができる。 

器具と機械について自ら学び，工

業製品の設計に取り組むもうとし

ている。 

 


